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そのほかの 
優秀賞受賞者

岩崎　 嘉 代   （城ヶ入町）
か よ

中村　 瑞  枝 （大東町）
みず え

森山　 百  合  香 （大東町）
ゆ り か

〈順不同／敬称略〉
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※
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
。

広
報
掲
載
に
あ
た
り
、
応
募
さ
れ
た
作
文
か

ら
一
部
を
要
約
し
ま
し
た
。

平岩 美 希   さん（木戸町）
み き

　新成人を対象に募集した「はたちの
願い」作文で優秀賞を受賞。
「成人という節目に、生きるというこ
とと向き合おうと思って書きました」

今今
月月
のの
表表
紙紙
にに
もも
なな
っっ
てて
いい
るる
桜桜
井井
凧凧
、、

みみ
なな
ささ
んん
知知
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
？？
「「
おお
菓菓
子子

のの
パパ
ッッ
ケケ
ーー
ジジ
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
」」
とと
答答
ええ

たた
人人
、、
正正
解解
でで
すす
。。
でで
はは
、、
実実
際際
のの
桜桜
井井

凧凧
をを
見見
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
？？

安安
城城
市市
のの
南南
東東
部部
桜桜
井井
地地
区区
でで
、、
百百
数数

十十
年年
前前
かか
らら
作作
らら
れれ
てて
いい
るる
桜桜
井井
凧凧
はは
、、

カカ
ララ
フフ
ルル
なな
色色
やや
デデ
ザザ
イイ
ンン
かか
らら
、、
室室
内内

イイ
ンン
テテ
リリ
アア
とと
しし
てて
もも
用用
いい
らら
れれ
てて
いい
まま

しし
たた
。。
もも
ちち
ろろ
んん
凧凧
とと
しし
てて
もも
優優
れれ
てて
いい

てて
、、
風風
をを
集集
めめ
るる
風風
袋袋（（
袖袖
））をを
持持
つつ
ここ
とと

ふ
う 
た
い

かか
らら
、、
弱弱
いい
風風
でで
もも
よよ
くく
ああ
がが
りり
まま
すす
。。

今今
かか
らら
66
年年
前前
、、
桜桜
井井
凧凧
のの
最最
後後
のの
作作

者者
がが
、、
病病
にに
倒倒
れれ
まま
しし
たた
。。
桜桜
井井
凧凧
のの
存存

続続
がが
危危
ぶぶ
まま
れれ
るる
なな
かか
、、
歴歴
史史
博博
物物
館館
でで

企企
画画
展展
がが
開開
催催
ささ
れれ
るる
とと
とと
もも
にに
、、
わわ
たた

しし
たた
ちち
のの
まま
ちち
のの
文文
化化
はは
わわ
たた
しし
たた
ちち
自自

身身
でで
伝伝
ええ
てて
いい
ここ
うう
とと
、、
市市
民民
がが
誰誰
でで
もも

参参
加加
でで
きき
るる
保保
存存
会会
のの
結結
成成
をを
呼呼
びび
かか
けけ

たた
のの
でで
すす
。。
すす
るる
とと
、、
子子
どど
もも
のの
ここ
ろろ
桜桜

井井
凧凧
をを
ああ
げげ
てて
いい
たた
とと
いい
うう
人人
々々
がが
集集
まま

りり
、、
そそ
のの
製製
作作
技技
術術
のの
伝伝
承承
とと
地地
域域
のの
活活

性性
化化
、、
他他
団団
体体
とと
のの
交交
流流
なな
どど
をを
目目
的的
とと

しし
たた
桜桜
井井
凧凧
保保
存存
会会
がが
誕誕
生生
しし
まま
しし
たた
。。

現現
在在
、、
隔隔
週週
日日
曜曜
日日
にに
桜桜
井井
公公
民民
館館
にに

集集
まま
りり
、、
講講
習習
会会
をを
開開
いい
てて
製製
作作
技技
術術
をを

磨磨
いい
てて
いい
まま
すす
。。
同同
時時
にに
、、
各各
地地
のの
学学
校校

でで
凧凧
づづ
くく
りり
のの
指指
導導
もも
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

まま
たた
、、
毎毎
年年
11
月月
下下
旬旬
にに
はは
、、
矢矢
作作
川川
のの

小小
川川
天天
神神
緑緑
地地
公公
園園
でで
凧凧
ああ
げげ
大大
会会（（
※※
））

をを
開開
催催
しし
てて
いい
まま
すす
。。
特特
にに
今今
年年
はは
、、
保保

存存
会会
結結
成成
55
周周
年年
とと
いい
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、

日日
本本
のの
凧凧
のの
会会
会会
長長
茂茂
出出
木木
雅雅
章章
氏氏
のの
講講

も 

で 

ぎ 
ま
さ 
あ
き

演演
会会（（
11
月月

日日��
午午
後後
１１
時時：：

デデ
ンン
パパ

1133

ーー
クク
））もも
開開
催催
しし
まま
すす
。。

実実
はは
、、
東東
海海
地地
方方
はは
「「
凧凧
銀銀
座座
」」
とと
呼呼

ばば
れれ
るる
ほほ
どど
、、
様様
々々
なな
独独
自自
のの
凧凧
がが
ああ
りり

まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
地地
域域
でで
はは
、、

自自
分分
たた
ちち
のの
凧凧
文文
化化
をを
伝伝
ええ
てて
いい
ここ
うう
とと
、、

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
凧凧
保保
存存
会会
がが
活活
動動
しし
てて
いい
まま

すす
。。
22
00
00
55
年年
のの
愛愛
知知
万万
博博
でで
はは
、、
愛愛

知知
県県
内内
のの
凧凧
保保
存存
会会
がが
集集
結結
しし
、、
一一
大大
イイ

ベベ
ンン
トト
をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
うう
しし
たた
交交

流流
活活
動動
はは
万万
博博
以以
外外
でで
もも
頻頻
繁繁
にに
行行
わわ
れれ

てて
いい
てて
、、
行行
くく
先先
々々
でで
はは
熱熱
のの
入入
っっ
たた
凧凧

談談
義義
がが
繰繰
りり
広広
げげ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
のの

中中
でで
、、
桜桜
井井
凧凧
はは
わわ
たた
しし
たた
ちち
がが
考考
ええ
てて

いい
たた
以以
上上
にに
人人
気気
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
思思
わわ

ぬぬ
評評
価価
にに
、、
つつ
いい
つつ
いい
得得
意意
げげ
にに
なな
っっ
てて

しし
まま
いい
まま
すす
。。

隔隔
週週
日日
曜曜
日日
のの
凧凧
づづ
くく
りり
講講
習習
会会
はは
、、

誰誰
でで
もも
参参
加加
でで
きき
まま
すす
。。
みみ
なな
ささ
んん
もも
、、

わわ
たた
しし
たた
ちち
とと
一一
緒緒
にに
桜桜
井井
凧凧
をを
つつ
くく
っっ

てて
、、
風風
とと
ああ
そそ
んん
でで
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。
桜桜
井井

凧凧
とと
とと
もも
にに
風風
とと
ああ
そそ
ぶぶ
風風
景景
、、
そそ
れれ
はは

わわ
たた
しし
たた
ちち
がが
「「
ふふ
るる
ささ
とと
」」
をを
感感
じじ
るる

ここ
とと
のの
でで
きき
るる
、、
かか
けけ
がが
ええ
のの
なな
いい
財財
産産

のの
ひひ
とと
つつ
だだ
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

桜桜井井凧凧ととととももにに
風風ととああそそぶぶ

その４４

いろいろな桜井凧いろいろな桜井凧

今月の案内人今月の案内人
桜井凧保存会のみなさん桜井凧保存会のみなさん

※昨年の凧あげ大会の様子※昨年の凧あげ大会の様子
（（今年は今年は１１月月２７２７日日��午前午前９９時受時受付付））

桜林小学校の児童たちが桜林小学校の児童たちが
桜井凧作りに挑戦桜井凧作りに挑戦

広報あんじょう　2008.1.1�


